
 

 

報道関係各位 

2026 年 3 月 27 日 

株式会社さとふる 

 

さとふる、「あなたの思いで選べる ふるさと納税『寄付の使い道』特集」を公開 

～寄付の使い道の指定方法や選べる内容、地域における寄付金の活用事例を紹介～ 

 

ふるさと納税ポータルサイト「さとふる」（https://www.satofull.jp/）を運営する株式会社さとふる（本

社：東京都中央区、代表取締役社長 兼 CEO：藤井 宏明）は、地域における寄付金の活用事例などを紹介

する特集ページ「あなたの思いで選べる ふるさと納税『寄付の使い道』特集」（https://www.satofull.j

p/static/special/use.php）を 2026 年 3 月 27 日に公開します。 

 

■イメージ 

特集ページURL：https://www.satofull.jp/static/special/use.php 

 

ふるさと納税では、寄付の際に「寄付金の使い道」を指定でき、教育・子育て支援、防災、地域産業の振

興など、自治体ごとに多様な選択肢が用意されています。 

本特集では、寄付者に寄付の使い道や活用事例をより深く知ってもらうことを目的に、寄付の使い道の指

定方法や選択できる内容の紹介のほか、4 つの自治体による寄付金の活用事例を掲載しています。 

 

■2025年 6月の総務省からの通知で「寄付の使い道」について言及 

総務省が 2025 年 7 月に発表した「ふるさと納税に関する現況調査結果（令和７年度実施）」によると、ふ

るさと納税で「使途の分野を選択できる」自治体数は、全指定団体の 94.3%にあたる 1,685 団体、「具体的

な事業を選択できる」自治体数は、31.1％にあたる 555 団体でした。同調査結果内にある、使途として選

択可能な分野ごとの 2024 年度の受入件数では、10 分野のうち「子ども・子育て」が 855 万件以上と最も

多く、次いで「教育・人づくり」「地域・産業振興」が上位となりました。 

 

https://www.satofull.jp/
https://www.satofull.jp/static/special/use.php
https://www.satofull.jp/static/special/use.php
https://www.satofull.jp/static/special/use.php
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さらに、2025 年 6 月に総務省が制度の適正な運用を求めて発出した通知では「事業趣旨の明確化および

寄付者との継続的なつながりを持つ取り組み」について記載があります。また同通知では、ふるさと納税

募集時および寄付金の活用後に、寄付者に対して活用方法を明示することが求められています。 

株式会社さとふるは、本特集を通じて自治体が設定する寄付金使途の選択肢や、寄付後の活用事例を紹介

し、本来の意義に則った制度の発展に寄与したいと考えています。 

 

 

株式会社さとふるは、今後もふるさと納税を通じて地域の価値や魅力を発信し、地域活性化を推進します。 

 

 

 

 

総務省「ふるさと納税に係る指定制度の運用について」令和7年6月24日付け総税市第74号 

「11.事業趣旨の明確化及び寄附者との継続的なつながりを持つ取組」 一部抜粋 

地方団体は、 

① 寄付金の使途について創意工夫を図るとともに、具体的な事業趣旨や内容等をできる限り

明示した上で、ふるさと納税の募集を行うこと。 

② ふるさと納税を活用した事業成果をお知らせすることをはじめ、ふるさと納税をした方と

継続的なつながりを持つ取り組みについても積極的に進めること。 

※ 総務省「ふるさと納税に係る指定制度の運用について」令和 7 年 6 月 24 日付け総税市第 74 号より 
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■本特集に掲載している寄付金活用事例 

めがねのまちさばえのものづくりのため［福井県鯖江市］ 

使い道として「めがねのまちさばえのものづくりのため」

を指定いただいた寄付は、鯖江市の伝統ある地場産業の

振興に活用しています。地域の職人技術を次世代へ継承

するとともに、持続可能なものづくりの体制を整えるた

めの事業に役立てています。 

これまでにいただいた寄付金は、鯖江のものづくり文化

をより多くの方に感じていただくため、観光名所である

「めがねミュージアム」や「うるしの里会館」の店舗改

修をはじめ、「めがね de コラージュ」「めがね手作り教

室」「漆器のワークショップ」といった体験メニューの開発支援にも充てています。 

 

世界文化遺産「佐渡島の金山」応援コース［新潟県佐渡市］ 

使い道として「世界文化遺産『佐渡島の金山』応援コー

ス」を指定いただいた寄付は、2024 年 7 月に世界文化

遺産に登録された「佐渡島（さど）の金山」に関連する

文化財の保全・活用に役立てていきます。 

佐渡島の金山は、約 400 年にわたり続いた日本最大の金

銀山であり、江戸時代の高度な手工業による鉱山技術が

残る、世界的にも稀有な遺産です。また、徳川幕府の財

政を支え、採掘から小判製造まで大規模な金の生産体制

を確立したことでも知られています。 

昨年度までは「佐渡金銀山の世界遺産登録応援コース」として寄付を受け付け、相川地区の歴史的建造物

「旧深見家住宅」の保存・活用に向けた整備や、大立地区の旧佐渡鉱山採鉱施設である大立竪坑櫓の保存

修理、西三川砂金山の運営に深く関わった金子勘三郎家住宅の保存修理などに活用しました。 

 

深さを持った「演劇のまち」づくり［兵庫県豊岡市］ 

使い道として「深さを持った『演劇のまち』づくり」を

指定いただいた寄付は、豊岡演劇祭の開催や芸術文化観

光専門職大学との連携、演劇的手法を用いた非認知能力

向上対策事業などに活用しています。 

2020 年に始まった豊岡演劇祭は、観光やまちづくりと

連動した回遊型の演劇祭です。劇場だけでなく温泉街や

高原、各種施設など、豊岡市を含む但馬地域のあらゆる

場所を会場開催し、2025 年度の来場者数は 41,099 人と

過去最高を記録しました。演劇が好きな方はもちろん、

市民の参加も拡大していきたく、会期中の週末の夜に

は、地域産品や大道芸を楽しめる「フェスティバルナイ

トマーケット」を開催し、市民と観光客、アーティストが交流できる場にしています。 

 

 

クレジット：トモカネアヤカ 
提供：豊岡演劇祭実行委員会 
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■株式会社さとふるについて 

株式会社さとふるは、ふるさと納税（自治体への寄付）を通して地域活性化を推進しています。「ふるさ

との元気を“フル”にする、ふるさとの魅力が“フル”に集まる ふるさと応援、ふるさと納税ポータルサイ

ト」をコンセプトに、寄付者向けに「さとふる」で寄付先の自治体やお礼品の選定、寄付の申込み、寄付

金の支払いなどができるサービスを提供しています。自治体向けには寄付の募集や申込み受け付け、寄付

金の収納、お礼品の在庫管理や配送など、ふるさと納税の運営に必要な業務を一括代行するサービスを提

供しています。また、ふるさと納税を活用した地域活性化の取り組みを掲載する、地域情報サイト「ふる

さとこづち」（https://www.satofull.jp/koduchi/）を運営しています。 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ この報道発表資料に記載されている会社名および製品・サービス名は、各社の登録商標または商標です。 

⚫ この報道発表資料に記載されている内容、製品、仕様、問い合わせ先およびその他の情報は、発表日時点のものです。これらの情報は予

告なしに変更される場合があります。 

 

【本件に関する問い合わせ先】  

お客さまから…さとふるサポートセンター E-mail：ask@satofull.co.jp 

Tel：0570-048-325 受付時間：午前 10 時～午後 5 時（土・日曜日、祝日、年末年始を除く） 

https://www.satofull.jp/koduchi/
mailto:ask@satofull.co.jp

